
船舶インシデント調査報告書 

令和３年１１月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和３年４月１１日 １１時００分ごろ 

発生場所 鹿児島県枕崎市大崎鼻東南東方沖 

 前瀬鼻灯台から真方位２６９°２.６海里付近 

 （概位 北緯３１°１４.８′ 東経１３０°２１.７′） 

インシデントの概要  プレジャーボート千代
ち よ

丸は、錨泊中、船外機が始動できなくなり、

運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和３年４月２０日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 千代丸、０.５トン 

 ２９５－４７４０８鹿児島、個人所有 

 ガソリン機関、船外機、４サイクル、出力２９.４kＷ、回転数毎分

５,０００、４気筒、ボア７９mm、使用燃料ガソリン 

ガソリン機関、船外機、４サイクル、出力４.４kＷ、回転数毎分

５,０００、２気筒、ボア５６mm、使用燃料ガソリン 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、船外機を停止して錨泊しながら釣

りを行った後、船長が帰港する目的で船外機を始動しようとしたとこ

ろ、セルモータが回らず、船外機が始動しなかった。 

 船長は、予備の船外機を始動しようとしたが、予備の船外機も始動

せず、点検したが原因を特定できなかったので、運航不能と判断して

１１８番通報した。 

本船は、来援した巡視艇にえい
・ ・

航され枕崎市枕崎港に着岸した。 

 本船は、本インシデント後、修理業者による点検が行われ、経年劣

化によりスターターリレーに不具合が発生し、セルモータが回らず、

始動しなかったことが判明した。また、予備の船外機は、本船を購入

して以来使用していなかったので、キャブレターが詰まり、始動しな

かったと判断された。 

 本船は、約３年前に船長が中古で購入して以来、月に２回程度出航

しており、普段使用している船外機は令和２年に修理業者による点検

が実施されていた。また、過去にスターターリレーを交換した記録は

なかった。 



分析  本船は、約３年前に船長が中古で購入して以来、スターターリレー

の交換がされていない中で、船外機を停止して錨泊中、経年劣化によ

りスターターリレーに不具合が発生し、セルモータが回転せず、ま

た、予備の船外機は本船を購入して以来使用しておらず、 キャブレ

ターが詰まっていたことから、船外機の始動ができず、運航不能とな

ったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、約３年前に船長が中古で購入して以

来、スターターリレーの交換がされていない中で、船外機を停止して

錨泊中、経年劣化によりスターターリレーに不具合が発生し、セル 

モータが回転せず、また、予備の船外機は本船を購入して以来使用し

ておらず、キャブレターが詰まっていたため、船外機の始動ができな

くなったことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船舶所有者は、船外機のスターターリレー等の電装部品につい

て、発航前点検や定期的に点検を行い、異常がある場合または船

外機の製造メーカが推奨する交換時期がある場合は、電装部品を

整備または交換すること。 

 ・船舶所有者は、予備の船外機を定期的に始動させ、発航前点検や

運転時間に応じた定期的な点検、整備を行うことが望ましい。 

 


